
0.24 0.31平均値 52.07 50.36 51.48 52.79 53.56平均値 60.35 61.07 61.99 62.44 62.28

全体総括

　経営の健全性効率性に関する指標が示すとお
り、現在の経営状況は概ね良好といえます。
　しかし、施設や管路の老朽化、工業用水道施設
の再構築等に対応するため、今後大規模な施設整
備が必要になります。将来にわたり安定給水が出
来るよう、企業債の適切な活用や国庫補助金等に
よる財源確保、事業の効率化等を進め、工業用水
道事業の基盤強化を図っていきます。
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2. 老朽化の状況
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2. 老朽化の状況について

　償却対象資産の減価償却の状況を示す①有形固
定資産減価償却率、法定年数を経過した管路延長
の割合を示す②管路経年化率は、それぞれ類似団
体平均値を下回っていますが、中期経営計画に基
づく施設及び老朽管の更新を進めています。
　管路更新工事による当該年度に更新した管路延
長の割合を示す③管路更新率は、現在施工中の管
路の更新工事は工期が長く単年度の向上となりま
せんが、計画的に老朽管の更新を進めています。
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分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　令和６年度決算における経営成績について、経
営の健全性を示す①経常収支比率は、給水収益の
減等により、令和５年度比4.34ポイント減の
126.45％となりました。
　③流動比率の増減は年度末における工事未払金
残高の増減が主な理由となっています。
　④企業債残高対給水収益比率は、主に老朽化に
伴う基幹管路の更新工事を進めていることによる
建設改良費の増加に伴う借入額の増により19.76ポ
イント増の169.26％となりました。
　料金水準の妥当性を示す⑤料金回収率も、負担
金の増等により令和５年度比5.58ポイント減の
127.38％となりました。
　経営の効率性を示す⑥給水原価は、有収水量の
減少もあり、0.95円の増となっていますが、類似
団体平均値を上回っており、今後も経営効率化に
努めていきます。
　施設規模の妥当性を示す⑦施設利用率及び⑧契
約率は類似団体平均値を下回っております。今後
も水需要が減少していくことが見込まれているこ
とから、将来の水需要に見合った工業用水道施設
とする再構築を計画しています。
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資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m
3
/日) 管理者の情報 －

グラフ凡例
法適用 工業用水道事業 362,000 大規模 1 89,206 ■ 当該団体値（当該値）

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m
3
/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m

3
)

経営比較分析表／団体全体（令和6年度決算）
神奈川県　横浜市

【事業概要】
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